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テーマ 内容 ゴール（目的）

分析１

香川県での交通事故の
特徴・傾向分析

分析２

ＡＩ技術を活用した
交通事故の

要因構造分析

分析３

ＡＩ技術を利用した
潜在的な危険箇所分析

・香川県と全国および類似県（人口・産業・道路環境な
どの統計情報が似た県）での交通事故の傾向を比較分
析
⇒他県との比較により香川県の交通事故の特徴・傾向
をあぶり出す
・他県と比べて特質的な香川県の事故類型について、ク
ロス集計によりさらに実態の深堀を行う

香川県の交通事故の特徴・傾向をあぶ
り出すとともに、特質的な事故類型の詳
細を深堀することにより、香川県が他県
と比較して交通事故が多い要因の仮説
を構築する

・交通事故の発生箇所に紐付けされた統計情報・空間
情報をもとにＡＩ技術を活用することで、どの要因が影響
が大きいか、各要因の影響度を分析

分析３とは異なるＡＩ技術を活用して交
通事故の各要因の影響度を明らかに
することで、分析３で作成する危険箇所
予測マップでの危険度判断ロジックの
推定に活用する

・ＡＩ技術により県内の潜在的な危険箇所を道路リンク
単位で時期別・時間帯別に予測
・高度な空間解析技術を用いて県民にわかりやすいよう
に可視化

香川県全域でいつ・どの道路箇所が危
険になるかを予測し、県民への注意喚
起につなげる

【背景】香川県の交通事故発⽣件数は、年々減少しているものの、平成29年の⼈⼝10万
⼈当たりの交通事故死者数は全国ワースト５位と、常にワースト上位が続いている。
【目的】死亡事故等の交通事故の状況を、ＡＩ（⼈工知能）を活用した分析により事故の
特徴や傾向をあぶり出し、事故抑止のための効果的な対策に繋げる。

【背景】香川県の交通事故発⽣件数は、年々減少しているものの、平成29年の⼈⼝10万
⼈当たりの交通事故死者数は全国ワースト５位と、常にワースト上位が続いている。
【目的】死亡事故等の交通事故の状況を、ＡＩ（⼈工知能）を活用した分析により事故の
特徴や傾向をあぶり出し、事故抑止のための効果的な対策に繋げる。
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分析１分析１
香川県での交通事故の香川県での交通事故の
特徴・傾向分析

分析２分析２
香川県での交通事故の香川県での交通事故の

要因構造分析

分析３分析３
ＡＩを活用した潜在的なＡＩを活用した潜在的な
交通事故危険箇所の予測

ヒヤリハットデータ
（パイオニア）

道路ネットワークデータ

店舗位置データ
（飲食・小売チェーン店）

オープンデータ
（学校・公共施設・バス停等）

各種統計情報
（国勢調査・経済センサス等）

交通事故統計（H27）
（イタルダ）

交通事故データ（H25~30）
（香川県）

交通事故危険度マップ

・交通事故増加・
減少要因の把握

危険度判断ロジッ
クの構築

仮説構築

・交通事故の特徴
把握
・交通事故要因の
仮説構築

ロジックツリーの
構築

インプットインプット 分析内容分析内容 アウトプットアウトプット
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分析１ 香川県での交通事故の特徴・傾向分析①
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運転⾏動モデル

交通事故の人的要因交通事故の人的要因

認知 判断 操作

発⾒遅れ

・内在的前⽅不注意
（漫然運転など）
・外在的前⽅不注意
（脇⾒など）
・安全不確認（確認
不⾜で発⾒遅れな
ど）

⾛⾏環境
・交通環境
・道路環境
・自然環境

判断誤り

・動静不注視（危険
なしと勘違い・誤認
など）
・予測不適（速度・
距離等運転感覚の誤
りなど）
・安全速度違反

操作誤り

・操作不適（ハンド
ル操作ミス、ブレー
キ踏み間違えなど）

⾛⾏

香川県は、発⾒遅れ（漫然運転・脇⾒運転・確認不⾜）による交通事故が多い。香川県は、発⾒遅れ（漫然運転・脇⾒運転・確認不⾜）による交通事故が多い。

類似県との比較により香川県での交通事故の傾向をあぶり出し、
特徴を深堀りするとともに、交通事故が多い要因の仮説を構築
類似県との比較により香川県での交通事故の傾向をあぶり出し、
特徴を深堀りするとともに、交通事故が多い要因の仮説を構築分析１

クラスター分析による類似県の抽出
（⼈⼝・産業・観光・道路など）
クラスター分析による類似県の抽出
（⼈⼝・産業・観光・道路など）

類似県との比較（交通事故統計）類似県との比較（交通事故統計）

香川県の特徴・傾向を分析香川県の特徴・傾向を分析

法令違反のうち安全運転義務違反（発見遅れ・判断誤り・操作誤りなど）の割合
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発⾒遅れ 判断誤り 操作誤り

誰が ・20代、30代の事故が多い
・20代にピークが⾒られその後年
齢層が上がるにつれて減少傾向に
ある

・20代前半の事故が特出して多く、
20代から30代前半までと75歳以
上の事故も香川県の年齢構成と比
較すると多い

どこで

・「交差点」、「単路その他」で
の事故が多い
・「交差点」においては概ね年齢
層が高くなるにつれ交通事故の比
率が高い
・「単路その他」については逆に
年齢層が若くなるにつれて交通事
故の比率が高い

・「単路・その他」は20代から50
代までの事故が多い
・「交差点」では60代以上の事故
が多い

・「単路その他」での事故が多い

いつ
・⾃動⾞×歩⾏者の事故は夜暮以降
の時間帯で多い傾向がある
・⾦曜から⽇曜にかけて夜の事故
がやや多い

・⾃動⾞×⾃動⾞の交通事故は夜暮
から夜に多い傾向がある
・⾃動⾞×歩⾏者と⾃動⾞×⾃転⾞
の事故は昼明から昼にかけて多い
傾向がある

・⾃動⾞×⾃動⾞の交通事故は夜暮
で多い傾向がある
・⾃動⾞×物件等の交通事故は夜か
ら夜明で多い傾向がある

そこを通る
目的

・買い物の際の駐⾞場での事故が
特徴的 ・特徴無し ・特徴無し

分析１ 香川県での交通事故の特徴・傾向分析②
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香川県における交通事故の⼈的要因（発⾒遅れ・判断誤り・操作誤り）について、
誰が、どこで、いつ、⾞の利用目的を深堀りして傾向を分析

香川県における交通事故の⼈的要因（発⾒遅れ・判断誤り・操作誤り）について、
誰が、どこで、いつ、⾞の利用目的を深堀りして傾向を分析
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分析１ 香川県での交通事故の特徴・傾向分析③
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香川県での交通事故に関する特徴・傾向のまとめ香川県での交通事故に関する特徴・傾向のまとめ

１．⼈的要因１．⼈的要因

２．⾞両的要因２．⾞両的要因

①法令違反①法令違反

②事故当事者の属性②事故当事者の属性

③運転スタイル・運転マ
ナー
③運転スタイル・運転マ
ナー

３．環境的要因
（道路）

３．環境的要因
（道路）

①道路環境①道路環境

②交通安全施設②交通安全施設

①天候条件による要因①天候条件による要因

交通事故交通事故

３．環境的要因
（交通環境）

３．環境的要因
（交通環境）

②時間帯での環境変化によ
る要因
②時間帯での環境変化によ
る要因

③⾃動⾞交通量、徒歩・⾃
転⾞通⾏量による要因
③⾃動⾞交通量、徒歩・⾃
転⾞通⾏量による要因

全国平均と比較しても20ポイント以上高くなっている。
香川県は「安全運転義務違反」の構成比が94.4%と高く、
全国平均と比較しても20ポイント以上高くなっている。

ら30代までの若年層で事故件数が⼈⼝構成比に対して多い。
「発⾒遅れ」「判断誤り」「操作誤り」のいずれも20代か
ら30代までの若年層で事故件数が⼈⼝構成比に対して多い。

香川県の「運転マナーが良くない」割合が全国で最も多い。
⾃分の住んでいる都道府県の運転マナーのアンケートで、
香川県の「運転マナーが良くない」割合が全国で最も多い。

第１当事者が⾞両的要因（整備不良・状態的不良など）に
該当している事故の割合は1%未満とわずか。
第１当事者が⾞両的要因（整備不良・状態的不良など）に
該当している事故の割合は1%未満とわずか。

道路は⾛りやすく速度を出しやすいため実は危険である。
直線道路、幅員の広い道路での事故が多く、安全に思える
道路は⾛りやすく速度を出しやすいため実は危険である。

全国のなかでは年間⽇照時間、年間降⽔量ともに全国平均
よりも良好な天候条件であり、事故要因とは考えづらい。
全国のなかでは年間⽇照時間、年間降⽔量ともに全国平均
よりも良好な天候条件であり、事故要因とは考えづらい。

道路総延⻑あたりの信号機の数は類似県のなかで最も多く、
交通安全施設のうち信号機は不⾜という状況ではない。
道路総延⻑あたりの信号機の数は類似県のなかで最も多く、
交通安全施設のうち信号機は不⾜という状況ではない。

曜⽇別・昼夜別での事故件数に目⽴った特徴は⾒られない。曜⽇別・昼夜別での事故件数に目⽴った特徴は⾒られない。

香川県の道路平均交通量は全国18位（2010年時点）
香川県の道路総延⻑1kmあたりの⼈⼝は全国16位
（2014年時点）

香川県の道路平均交通量は全国18位（2010年時点）
香川県の道路総延⻑1kmあたりの⼈⼝は全国16位
（2014年時点）



© PASCO CORPORATION 2018

分析２ 香川県での交通事故の要因構造分析①
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交通事故が発⽣する環境的な要因（⾞線数多い・店舗多い・昼間⼈⼝多いなど）を把握交通事故が発⽣する環境的な要因（⾞線数多い・店舗多い・昼間⼈⼝多いなど）を把握

ＡＩ技術を活用した統計的分析により、香川県での交通事故の発⽣要因や
その影響度を明らかにし、交通事故危険度判定ロジックの推定に活用
ＡＩ技術を活用した統計的分析により、香川県での交通事故の発⽣要因や
その影響度を明らかにし、交通事故危険度判定ロジックの推定に活用分析２

交通事故の要因構造
（ロジックツリー）の作成
交通事故の要因構造

（ロジックツリー）の作成

交通事故情報とビッグデータ等
による要因構造分析

交通事故情報とビッグデータ等
による要因構造分析

交通事故の環境的要因を把握交通事故の環境的要因を把握

事故増加要因事故増加要因 事故減少要因事故減少要因
・店舗が隣接
・学校周辺
・総合スーパー周辺 など

・店舗が隣接
・学校周辺
・総合スーパー周辺 など

・⼀⽅通⾏規制あり
・道路幅員が狭い
・福祉施設が多い など

・⼀⽅通⾏規制あり
・道路幅員が狭い
・福祉施設が多い など

・⾞線数が多い、幅員が広い道路
・集客⼒のある飲食店・小売店・サービス業などが隣接
する道路
・昼間⼈⼝が多い地域の道路 など

・⾞線数が多い、幅員が広い道路
・集客⼒のある飲食店・小売店・サービス業などが隣接
する道路
・昼間⼈⼝が多い地域の道路 など

結果

交通事故 人的要因 発見の遅れ 前方不注意 運転スタイル 平均速度

安全不確認 急加速・急減速頻度

その他 巡航速度に対する車間距離

判断の誤り 動静不注視 車線変更頻度

予測不適 その他

その他 運転スキル

操作上の誤り ブレーキ・アクセルの踏み間違い

フェード現象

その他

健康状態不良 緑内障による視野狭窄

心臓発作による操作不能

てんかんによる意識障害

その他

歩行者の保護者等の不注意

法令違反による危険行為
車両等運転者の法令違反

（信号無視・通行禁止違反・その他）

歩行者の法令違反
（信号無視・飛び出しなど）

車両的要因 整備不良 制動装置不良

ハンドル不良

タイヤ不良

その他

状態的不良

環境的要因 道路的要因 線形不良 運転行動変化 周辺施設 商業施設・店舗

交差点形状不良 公共施設

道路構造的障害（路面欠損・轍など） その他

通行障害（道路工事など） 道路環境 車線数

交通安全施設不備（カーブミラー・道路照明など） 交通安全施設 幅員

標識等不備 交差点

直線・カーブ・トンネルなど

その他

交通環境的要因
路面状態的障害

（積雪・凍結・湿潤・水たまりなど）
天候

通行障害
（渋滞、事故による車線狭窄、落下物等）

時間帯 県全体の自動車交通量

視界障害
（駐停車車両、進行車両、渋滞車両、建物、看
板、樹木、天候、道路照明の明暗、店舗等の照

明の明暗、前照灯による幻惑等）

周辺の自動車交通量
周辺地域環境

（都市部・郊外・農村地域・山間地域など）

道路上への動物の飛び出し 周辺の徒歩・自転車通行量 周辺施設 商業施設・店舗

学校

公共施設

県全体の徒歩・自転車通行量 その他

直接的要因 間接的要因

運転マナー（法令違反を含む）
（ウインカーの合図不履行など）

分解関係を表す線

因果関係を表す線
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分析２ 香川県での交通事故の要因構造分析②
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香川県での交通事故に関する増加要因・減少要因のまとめ香川県での交通事故に関する増加要因・減少要因のまとめ

交通事故の増加要因交通事故の増加要因 交通事故の減少要因交通事故の減少要因
香川県全体の道路の分析

事故もしくはヒヤリハットが発
生した道路の分析

全体 トンネルがある 車線数

店舗が隣接する／店舗周辺 接続される他の道路の数

学校周辺 隣接する飲食店数

隣接する建物の数が多い
（美術館、図書館、博物館など）

隣接するサービス業

総合スーパーがあるエリア 周辺店舗の有無

従業員（小売業）

県道以上 トンネルがある 車線数

店舗が隣接する／店舗周辺 接続される他の道路の数

総合スーパーがあるエリア 隣接する小売業店舗数

接続される他の道路数が多い 隣接するサービス業店舗数

通行速度が速い 隣接する飲食業舗数

周辺店舗の有無

第2,3次産業就業者

学校商圏

在学者

高齢者数

昼間人口

その他道路 学校周辺 車線数

隣接する建物の数が多い 接続される他の道路の数

総合スーパーがあるエリア 隣接するサービス業店舗数

通行速度が速い 隣接する飲食業舗数

店舗が隣接する／店舗周辺 周辺店舗の有無

昼間人口

香川県全体の道路の分析
事故もしくはヒヤリハットが発

生した道路の分析

全体
一方通行の規制がある
（通行禁止含む）

高齢世帯数

道路の幅員が狭い 道路の幅員が狭い

隣接する福祉施設の数が多い

隣接する学校数が多い

消防署周辺

県道以上 道路の幅員が狭い

隣接する福祉施設の数が多い

郵便局が隣接する

その他道路 隣接する学校の数が多い 道路の幅員が狭い
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分析２ 香川県での交通事故の要因構造分析③
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香川県での交通事故の要因構造分析のまとめ香川県での交通事故の要因構造分析のまとめ
事故の危険度増大に影響があると

考えられる主要要因
各要因の説明

車線数が多い道路
車線数が多い道路は単に自動車の交通量が多いというだけでなく、自動車の運
転行動において車線変更の動きが発生することも影響して、事故の発生確率が
増加すると考えられる

幅員が広い道路
幅員の狭い道路で事故の危険度が減少する結果が出ていることから、逆に幅員
が広い道路で事故の危険度が高いと言える

集客力のある飲食店・小売店・サー
ビス業などが隣接する道路

集客量のある店舗・施設は周辺道路の自動車交通量を増加させているだけでな
く、駐車場への急な進入行動や道路への急な戻り行動など、突発的な運転行
動が発生しやすい箇所となる

昼間人口が多い地域の道路
昼間人口の多い都市部・市街地地域は平日・休日とも自動車交通量が多いこ
と、また歩行者や自転車の通行量も比較的多いことから事故件数が増加すると
考えられる

学校周辺圏内の道路
学生が通学の行き帰りに自転車や徒歩で周辺圏内を移動するため、他の道路
以上に移動者が多いことから事故が発生しやすい、事故に巻き込まれやすいと
考えられる
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分析３ ＡＩを活用した潜在的な交通事故危険箇所の予測
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交通事故危険度マップを県⺠に公開し、交通事故抑止に向けた広報・啓蒙活動に活用交通事故危険度マップを県⺠に公開し、交通事故抑止に向けた広報・啓蒙活動に活用

ＡＩを活用した潜在的な交通事故危険箇所の予測により、道路リンク単位
で時間帯別のマップを作成し、県⺠へ分かり易く可視化
ＡＩを活用した潜在的な交通事故危険箇所の予測により、道路リンク単位
で時間帯別のマップを作成し、県⺠へ分かり易く可視化分析３

ＡＩによる交通事故危険度
予測モデルの構築

ＡＩによる交通事故危険度
予測モデルの構築

リンク別・月別・時間帯別
の交通事故危険度予測

リンク別・月別・時間帯別
の交通事故危険度予測

市町別・小学校区別の交通事
故危険度予測マップ作成

市町別・小学校区別の交通事
故危険度予測マップ作成

教師データによる精度検証教師データによる精度検証
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交通事故の抑止に向けた提言
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①香川県⺠の運転スタイル・運転マナーの改善
・人的要因のうち、安全運転義務違反への影響が大きいと考えられる運転スタイル・運転マナーの
改善に向けた取り組み（広報、イベント、企業・法人・団体との連携など）の実施

②若年層の交通事故抑制
・安全運転義務違反による交通事故では、特に若年層において人⼝構成⽐に対しての発⽣件数が多く、
若年層への取り組み（スマートフォンでのカーナビアプリ活用など）の強化

①香川県⺠の運転スタイル・運転マナーの改善
・人的要因のうち、安全運転義務違反への影響が大きいと考えられる運転スタイル・運転マナーの
改善に向けた取り組み（広報、イベント、企業・法人・団体との連携など）の実施

②若年層の交通事故抑制
・安全運転義務違反による交通事故では、特に若年層において人⼝構成⽐に対しての発⽣件数が多く、
若年層への取り組み（スマートフォンでのカーナビアプリ活用など）の強化

１．⼈的要因１．⼈的要因

①道路環境に対する県⺠への啓蒙
・危険度が低いと考えられる箇所で交通事故が多い傾向のため、「安全に思える箇所が実は危険」の
啓蒙（危険度予測マップの活用、道路案内表⽰や標識での注意喚起、道路改良など）

②交通安全施設の充実
・交通安全施設などのさらなる充実化の取り組み（歩⾏者・自転⾞通⾏者の無理な道路横断が多い箇
所での横断禁止柵の設置など）の実施

①道路環境に対する県⺠への啓蒙
・危険度が低いと考えられる箇所で交通事故が多い傾向のため、「安全に思える箇所が実は危険」の
啓蒙（危険度予測マップの活用、道路案内表⽰や標識での注意喚起、道路改良など）

②交通安全施設の充実
・交通安全施設などのさらなる充実化の取り組み（歩⾏者・自転⾞通⾏者の無理な道路横断が多い箇
所での横断禁止柵の設置など）の実施

２．環境的要因２．環境的要因


